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国立民族学博物館における韓国展示について

伊藤亜人（東京大学）

 日本人にとって韓国はもっとも近い隣国であり、歴史的にみても他の国とは比較に

ならないほど緊密な関係にある。その関係はかつての植民地支配は言うにおよぼず、

国交正常化以後においても時には過度な競争意識や緊張をもたらすことがあったが、

それも両国が地理的に近いばかりでなく、文化的にも一見して近すぎることに由来す

る緊密な関係にともなうもののように思われる。とりわけ近年の文化交流の拡大は、

両国民の間にこれまでにない幅広い関心を呼んでおり、人々の往来はすでに航空便の

許容量を越えるにいたっている。情報量の点でも、両国民の間ではほとんど日常的な

次元で他の国とは比較にならないような大量で広範な情報がもたらされていることに

も留意しなければならない。こうした両国の特別に緊密な関係を考えると、博物館に

おける展示の面でも韓国については量的にも質的にも特別な位置づけを考えなければ

ならない。

 もともと民族学博物館というものは欧米の例を見ても、遠方の異文化社会の生活像

を限られた空間の中で効果的に展示・紹介することに主眼を置いてきたといえる。し

たがって、その展示の在り方においても、その文化の膨大な物質文化の中から数少な

い特異で象徴的な物を意図的に採り上げてきたようである。その程度のイメージの共

有が目標となっていたといえる。韓国についてもかつての展示はそのようなイメージ

展示の域を出なかったものであった。しかし今日の状況はまったく異なっている。今

後の展示に求められているのは、日常の交流において共有されているイメージの枠に

留まらない、広い生活領域にわたるバランスのとれた展示である。したがって他の国

とは別格の広いスペースが必要となるのも隣国なれば当然なのである。それが許され

ない現状において、象徴的な展示がそれなりに有効であるのは充分に理解できるし、

韓国の文化・社会の専門研究者が見れば、展示の担当者がそうした制約の中で下した

判断もすべてそれなりに理解できるものである。しかしその一方で、そうした制約の

中でも従来の象徴的な展示と並行して隣国の人々の生活をもうすこし生き生きと展示

する試みもあって良いのではないかと思う。つまり、数少ない象徴的な物を選んで展

示する手法とは逆に、出来るだけ無作為に多くの物をありのままに展示するような三
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伊藤亜人（東京大學）
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図的な試みなどが考えられる。例えば、庶民の生活に密着した小店とか、都会の子供

部屋とか、今日の農家の部屋をありのまま再現するような試みである。すでにさまざ

まな情報がもたらされている韓国に対しては、案外盲点となっている生活の実像を紹

介するにはこうした手法も試みてよいように思われる。観覧者は、そこに展示された

多くの物を一つ一つ目で追いながら、自分たちの身の回りと比べながら、より具体的

に韓国人の生活に親しみを抱くことができるのではなかろうか。つまり、観覧者も想

像したり回想したりしながら、展示に参加することによって隣人の生活を確認するよ

うな過程こそが望まれているのではなかろうか。機会があれば、他の国の展示に先が

けて韓国についてはそうした参加型の展示装置を試みて欲しいと思うのである。
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